
 

 

 

荒木ひろ子 090~2516~9978 川内やちよ 090~4349~2035 三上ひでのり 090~3600~4705  

 

    

 
 

新
し
い
年
を
迎
え
て
、
３
人
の
市
議

団
（
荒
木
ひ
ろ
子
、
川
内
や
ち
よ
、
三

上
英
範
議
員
）
は
、
元
日
か
ら
市
内
４

ケ
所
で
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
年
頭
に
当

た
っ
て
の
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。 

 

元
日
の
能
登
半
島
地
震
、
飛
行
機
事

故
、
火
災
の
お
見
舞
い
を
述
べ
て
、
パ

ー
テ
ィ
券
で
裏
金
作
り
を
す
る
自
民
党

の
金
権
腐
敗
政
治
を
変
え
て
、
国
政
も

地
方
政
治
も
、
「
国
民
・
住
民
が
主
人
公
」

の
ま
と
も
な
政
治
を
取
り
戻
そ
う
と
呼

び
か
け
ま
し
た
。 

           

大
分
県
労
連
が
中
津
市
に
申
し
入
れ 

１
月
９
日
（
火
）
、
ダ
イ
ハ
ツ
や
関
連
事
業
所

で
働
く
方
々
と
地
元
事
業
者
の
生
活
と
経
営
を
守

る
要
望
を
市
に
届
け
ま
し
た
。 

日
本
共
産
党
市
議
団
（
荒
木
ひ
ろ
子
・
川
内
八

千
代
・
三
上
英
範
）
も
同
席
し
ま
し
た
。 

           

2024年 1月 

６０５号 

中津市牛神 

FAX 

22-3436 

 

民
主
な
か
つ 

日
本
共
産
党 

中
津
市
議
団
発
行 

元日に街頭から訴える 3人の市議団 

が 

 

 

写真 

 

  

 

軍拡よりも、市民のくらしを大事にする政治への転換を 

新春の市政報告会～3人の議員がくらし・福祉・平和について語ります 

  日時 2024年 2月 24日（土） 13時 30分～15時 

  場所 教育福祉会館 中津市沖代町 1丁目１－１１ 

              

お話をする人 

 

 

お誘いあわせの上、 

ご参加ください。 
荒木ひろ子議員   川内やちよ議員    三上ひでのり議員 

ダイハツ九州の出荷停止に関してお困りの方 

 ご相談は、下記と日本共産党市議団に 

① 大分県労連 労働相談センターへ 

（フリーダイヤル ０１２０-３７８-０６０） 

② 中津市の相談窓口は企業立地・雇用対策課へ 

市役所０９７９-２２-１１１１（内線）４２５  ４１８ 

ダ
イ
ハ
ツ
休
業
で 



 

 

 

荒木ひろ子 090~2516~9978 川内やちよ 090~4349~2035 三上ひでのり 090~3600~4705  

 

令
和
６
～
８
年
度
の
介
護
保
険
計
画
素
案
の
問
題
点 

 

 

◎
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
増
床
・
・
・
し
な
い    

そ
の
理
由
は
、
１
０
年
先
２
０
年
先
は
高
齢
者
が 

減
り
、
現
在
の
施
設
で
も
空
き
が
出
る
民
間
の
業
者 

が
新
設
し
な
い
の
で
。 

 

◎
高
齢
者
の
住
ま
い
の
安
定
的
確
保
の
た
め
、
小
規

模
多
機
能
型
居
宅
介
護
施
設
１
ヶ
所
増
設
（
通
所
、

宿
泊
で
き
る
ベ
ッ
ト
９
床
あ
り
） 

 

◎
介
護
保
険
料
は
、
現
在
基
準
月
額
６
、
１
０
０
円

が
、
６
，
６
５
８
円
に
５
５
８
円
値
上
げ
に
。 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 

 

 

こ
の
素
案
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
、
市
民
の
皆
さ
ん

に
お
知
ら
せ
を
し
て
、
意
見
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
く

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
募
集
、
そ
の
後
運
営
協
議

会
へ
諮
問
し
て
、
議
会
へ
提
案
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

日
本
共
産
党
市
議
団
は 

１
、
こ
れ
ま
で
も
、
国
民
年
金
で
も
利
用
で
き
る
高

齢
者
介
護
施
設
を
増
や
す
よ
う
求
め
て
き
ま
し
た
。 

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
原
則
高
齢
者
の
収
入
に

よ
り
利
用
料
が
決
ま
る
施
設
で
す
。
こ
の
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
に
入
所
を
希
望
し
な
が
ら
、
順
番
待
ち

を
し
て
い
る
方
が
８
８
人
い
ま
す
。
希
望
す
る
人
た

ち
は
、
保
険
料
を
納
め
て
い
る
の
で
す
か
ら
、
公
平

に
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
べ
き
と
公
設

に
よ
る
特
養
ホ
ー
ム
増
設
を
求
め
て
い
ま
す
。 

 ２
、
介
護
保
険
料
は
３
年
前
５
７
０
０
円
か
ら 

 
 

６
１
０
０
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
、
県
内
で
９
番
目
か

ら
６
番
目
に
高
い
保
険
料
と
な
り
、
多
く
の
高
齢
者

の
方
か
ら
「
年
金
は
減
っ
て
い
る
の
に
、
介
護
保
険

料
が
上
が
っ
て
た
ま
ら
ん
！
」
「
解
約
し
た
い
！
」

と
悲
鳴
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。 

そ
の
中
で
、
お
金
が
余
っ
て
積
み
立
て
ら
れ
た
の

が
基
金
。(

介
護
給
付
準
備
基
金)

で
す
。
令
和
５
年

度
末
に
は
５
億
３
０
０
０
万
円
も
余
る
見
通
し
で
す
。 

だ
か
ら
令
和
６
年
か
ら
令
和
８
年
度
の
保
険
料
は

余
っ
て
い
る
分
を
５
億
円
使
え
ば
月
額
６
０
６
８
円

と
な
り
、
値
上
げ
し
な
く
て
も
や
っ
て
い
け
る
。
」

と
提
案
し
て
い
ま
す
。 

市
民
の
皆
さ
ん
、
「
公
平
な
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら

れ
る
介
護
保
険
に
し
て
ほ
し
い
。
」「
保
険
料
は
あ
げ

な
い
で
ほ
し
い
。
」
こ
の
み
な
さ
ん
の
声
を
ど
ん
ど

ん
届
け
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

 
中
津
市
住
民
税
非
課
税
世
帯
給
付
金 

（
７
万
円
）
支
給
の
お
知
ら
せ 

 

大
変
お
待
た
せ
い
た
し
ま
し
た
。 

 

〇
支
給
要
件 

令
和
５
年
度
住
民
税
非
課
税
世
帯
で
令
和
５
年
１

２
月
１
日
に
中
津
市
に
住
民
票
の
あ
る
方 

 

〇
中
津
市
か
ら
令
和
６
年
１
月
４
日
に
通
知
書
が
発

送
さ
れ
ま
し
た
。
１
月
２
９
日
か
ら
送
金
が
始
ま
る

予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

〇
令
和
５
年
の
１
月
～
１
２
月
に
家
計
が
急
変
し
、

非
課
税
相
当
と
思
わ
れ
る
方
は
、
市
役
所
に
問
合
せ

し
て
書
類
を
も
ら
っ
て
下
さ
い
。 

〇
新
た
に
、
住
民
税
均
等
割
り
の
み
課
税
世
帯
に
対

す
る
給
付
金
が
実
現 

一
世
帯
１
０
万
円
の
支
給
、
追
加
支
給
と
し
て

１
８
歳
以
下
の
児
童
一
人
当
た
り
５
万
円
の
加
算
が

あ
り
ま
す
。 

〇
令
和
５
年
度
住
民
税
が
均
等
割
り
の
み
世
帯
で
令

和
５
年
１
２
月
１
日
に
中
津
市
に
住
民
票
の
あ
る
方

に
は
、
今
後
、
中
津
市
か
ら
通
知
が
届
き
ま
す
。 

 

◎
尚
、
ご
不
明
な
点
や
、
書
類
が
届
か
な
い
な
ど
の

問
い
合
わ
せ
先 

 

市
住
民
税
非
課
税
世
帯
給
付
金
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー 

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

０
１
２
０-

３
５
０-

３
７
８ 

 

私
た
ち
３
人
の
日
本
共
産
党
市
議
団
も
お
手
伝
い

し
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
連
絡
下
さ
い
。 

5億３０0０万円の基金活用例

（基金は、毎年の剰余の積立累積額）

　3億円活用

　3,５億円活用

　4億円活用

　5億円活用

6,304円に

6,245円に

6,186円に

6,066円に

活用する基金額 月額介護保険料


